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去
る
十
月
二
〇
日
（
土
）
か
ら
二
一
日
（
日
）
の
二
日
間
、
郡
山
市
安
積
町
の
県
林
業
研
究
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
「
第
三
七
回
福
島
県
林
業
祭
（
林
業
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

延
べ
二
、
七
〇
〇
人
の
来
場
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

等
は
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。
御
来
場
い
た
だ
い
た
多
く
の
県
民
の
皆
様
を
始
め
、
出
展
者
並
び
に

運
営
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
林
業
祭
は
、
震
災
と
原
発
事
故
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い
る
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
に
希
望
や
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、「
林
業
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
」

と
銘
打
っ
て
森
林
の
大
切
さ
や
山
の
恵
み
と
と
も
に
、
放
射
性
物
質
対
策
の
取
組
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
会
場
に
お
い
て
は
、
林
業
関
係
の
復
興
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
森
林
除

染
機
械
の
実
演
、
家
族
で
楽
し
め
る
工
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

選
手
権
、
き
の
こ
料
理
の
実
演
・
試
食
、
農
林
産
物
の
展
示
・
販
売
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
し
、
森

林
の
多
彩
な
魅
力
と
新
た
な
取
り
組
み
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
バ
ー
デ
ン
に
お
い
て
は
、「
林
業
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
林
野
庁
の

末
松
林
政
部
長
か
ら
「
森
林
の
力
で
震
災
復
興
」
と
題
し
て
、
御
講
演
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
御
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
お
招
き
し
て
、「
森
林
・
林
業
の
復
興
の
取
組
み

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
及
び
会
場
の
皆

様
に
は
、
充
分
な
議
論
の
時
間
が
と
れ
ず
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、「
現
状
を
認
識
し
、

正
し
く
伝
え
る
こ
と
」
が
福
島
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
復
興
に
と
っ
て
大
切
だ
と
、

改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
関
連
行
事
と
し
て
、
林
業
関
係
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
県
学
校
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
、
県
森

林
組
合
連
合
会
良
質
材
展
示
会
、
ふ
く
し
ま
森
林
・
林
業
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
及
び
指
導
林

家
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
地
域
林
業
の
振
興
に
御
尽
力
さ
れ
た
玉
川
眞
吾
氏
に
知
事
感
謝
状
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
県
土
の
約
七
割
を
占
め
る
森
林
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
や
水
源
の
か
ん
養
、
土
砂
災
害
の
防
止
な
ど
の
公
益
的
な
機
能
を
発
揮
す
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
木
材
の
生
産
の
場
や
美
し
い
ふ
る
さ
と
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存
在

で
あ
り
、
そ
の
再
生
と
整
備
の
た
め
、
森
林
除
染
の
重
要
性
を
訴
え
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
再

生
に
つ
な
が
る
施
策
の
情
報
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一
層
の
御
支
援
、
御
協

力
を
お
願
い
し
、
林
業
祭
開
催
の
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

とびら
「第37回福島県林業祭（林業復興応援イベント）を開催して」
　福島県林業祭実行委員会　福島県農林水産部長　畠　利行 …１
林業復興シンポジウムの開催 ………………２
第37回福島県林業祭開催 …………………３
林研センターだより …………………………５
林道を訪ねて3,000㎞シリーズ（第�3回）
　「大山美坂高原線・大久保線との出会い」 ……７

普及指導員通信 ………………………………８
森連だより ……………………………………９
福島水源林整備事務所だより ………………10
苗協メモ ………………………………………11
木材市況・ふくしま東西南北 ………………12
はなしのひろば ………………………………13

福島県林業祭実行委員会委員長　　　　
（福島県農林水産部長）　畠　　利　行

「第37回福島県林業祭
　（林業復興応援イベント）を

開催して」
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平
成
二
四
年
十
月
二
〇
日
（
土
）、
郡

山
市
安
積
町
の
ホ
テ
ル
バ
ー
デ
ン
に
お
い

て
、
林
業
関
係
者
等
約
一
〇
〇
名
が
参
加

し
、
林
業
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
一
部
の
講
演
で
は
、
林
野
庁
の
末
松

林
政
部
長
か
ら
「
森
林
の
力
で
震
災
復

興
」
と
題
し
、
か
つ
て
は
、
伐
採
さ
れ
荒

れ
て
い
た
日
本
の
森
林
が
、
現
在
の
豊
か

な
森
林
に
な
っ
た
歴
史
か
ら
、
木
材
の
効

用
、
木
造
の
仮
設
住
宅
や
未
利
用
材
を
利

用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
取
り
組
み

等
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け

て
、
東
北
地
方
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
活

用
し
、
復
興
・
再
生
を
推
進
す
る
べ
き
と

力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の

パ
ネ
ラ
ー
か
ら
「
福
島
の
現
状
や
木
材
に

つ
い
て
、
県
外
へ
情
報
を
発
信
し
、
消
費

者
の
理
解
や
協
力
を
得
る
努
力
を
も
っ
と

し
た
い
。」、「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
」、「
放
射
性
物

質
に
よ
る
林
産
物
の
汚
染
は
現
状
を
調
査

す
る
と
と
も
に
、
状
態
が
時
間
と
と
も
に

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
継
続
的

に
調
査
し
、
情
報
の
共
有
や
対
応
を
図
る

材
料
と
す
る
必
要
が
あ
る
」、「
い
ま
の
若

者
を
指
導
す
る
場
合
、『
見
て
盗
め
』
と

言
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
。『
伝
え
る
』
技

術
が
必
要
。」
な
ど
、
活
発
な
発
言
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
鮫
島
教

授
に
、「『
伝
え
る
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

が
大
事
で
あ
る
。
わ
か
っ
て
も
ら
っ
て
初

め
て
始
ま
る
。
自
ら
Ｐ
Ｒ
す
る
事
が
大
事

だ
。
元
気
を
伝
え
る
の
も
Ｐ
Ｒ
の
力
だ
が

正
し
く
伝
え
る
事
が
で
き
な
い
と
風
評
に

な
る
。」
と
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
第
一
部　

講
演

◦
演　

題　
「
森
林
の
力
で
震
災
復
興
」

◦
講　

師

　
　

末
松
広
行
氏　

林
野
庁
林
政
部
長

○
第
二
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◦
テ
ー
マ

　
　
「
森
林
・
林
業
の
復
興
の
取
組
み
に

つ
い
て
」

◦
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

鮫
島
正
浩
氏　

東
京
大
学
大
学
院　

教
授

◦
パ
ネ
ラ
ー

　
　

末
松
広
行
氏　

林
野
庁
林
政
部
長

　
　

大
平
宏
之
氏　

福
島
県
木
材
青
壮
年

協
会
長

　
　

笹
島　

敏
氏　

㈱
グ
リ
ー
ン
発
電
会

津 

常
務
取
締
役

　
　

吉
田　

聡
氏　

（独）
放
射
線
医
学
総
合

研
究
所

　
　

葛
城
奈
海
氏　

女
優
、「
や
お
よ
ろ
ず

の
森
」
代
表

○
会　

場

　
　

ホ
テ
ル
バ
ー
デ
ン
「
吉
祥
の
間
」

　

福
島
か
ら
情
報
を
発
信
す
る
努
力
を
怠

ら
ず
、
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
、

震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
な
が
り
、
次
世
代

に
森
林
・
林
業
の
あ
り
方
を
伝
え
る
こ
と

が
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に
結
び
つ
く
の

だ
と
、
今
後
の
復
興
に
向
け
た
ひ
と
つ
の

方
向
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講演　末松林政部長

パネルディスカッションシンポジウム会場

林
業
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
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秋
晴
れ
の
す
が
す
が
し
い
晴
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
開

催
さ
れ
た
「
福
島
県
林
業
祭
」
は
、
今
年
で
三
七
回
目
。

昨
年
は
震
災
の
影
響
で
一
日
の
開
催
だ
っ
た
為
、
二

日
間
に
わ
た
る
林
業
祭
は
二
年
ぶ
り
で
す
。
二
〇
日

に
開
催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
畠

利
行
林
業
祭
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
ア

ル
プ
ホ
ル
ン
の
演
奏
が
響
く
中
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
祭
り
は
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

【
イ
ベ
ン
ト
】

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
一
日
目
に
鹿
狼
ア
ル

プ
ホ
ル
ン
倶
楽
部
、
二
日
目
に
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

輝
響
の
「
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
各
二
回
行
わ
れ
、
観

客
は
、
美
し
い
音
色
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
聴
い

て
い
ま
し
た
。

　

模
擬
上
棟
式
で
は
、
県
産
ブ
ラ
ン
ド
材
の
小
屋
組

の
上
か
ら
の
「
餅
ま
き
」
が
二
日
間
に
わ
た
り
四
回

行
わ
れ
、
大
勢
の
人
達
が
競
い
合
う
よ
う
に
餅
ひ
ろ

い
を
し
て
、
楽
し
い
声
を
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
行
わ
れ
た
「
森
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
で

は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
実
演
で
制
作
さ
れ
た
作

品
を
は
じ
め
県
内
の
林
産
物
が
出
品
さ
れ
、
次
々
と

競
り
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

各
会
場
を
巡
る
「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
も
行
わ
れ
、

多
く
の
コ
ー
ナ
ー
に
足
を
運
ん
で
い
る
様
子
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
日
は
平
成
二
四
年
度
福
島
県
林
業
関

係
表
彰
式
が
郡
山
市
安
積
町
の
ホ
テ
ル
バ
ー
デ
ン
で

開
催
さ
れ
、
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
、
森
林
組

合
連
合
会
良
質
材
展
示
会
、
ふ
く
し
ま
森
林
・
林
業

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
三
六
件
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

テープカット

模擬上棟式での餅まき

丸太切り体験

第37回
福島県林業祭開催

子供たちでにぎわう工作コーナー
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　福島県林業祭（林業復興応援
イベント）は、県内の森林・林業・
木材産業の東日本大震災や原子
力事故からの被害克服と復興に
向けて県民意識の醸成を図るこ
とを目的に、10月20・21日の両
日にわたって、郡山市の県林業
研究センターで開催されました。

【
コ
ー
ナ
ー
】

◦
本
館
前
で
は
、
木
工
・
小
枝
の
工
作
、
竹
細
工
、
丸

太
切
り
、
箸
づ
く
り
な
ど
の
「
製
作
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
や
、
け
ん
ち
ん
う
ど
ん
・
そ
ば
、
焼
き
鳥
、

き
の
こ
ジ
ェ
ラ―

ト
、
お
菓
子
な
ど
の
県
産
農
産

物
を
活
用
し
た
「
飲
食
コ
ー
ナ
ー
」

◦
本
館
前
通
路
に
は
、
林
業
機
械
・
器
具
、
農
林
産
物
・

加
工
品
、
木
工
品
・
漆
器
の
「
販
売
コ
ー
ナ
ー
」

◦
展
示
館
で
は
、
緑
に
関
す
る
技
術
指
導
や
林
業
に

関
す
る
「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

◦
研
修
本
館
前
で
は
、
果
樹
、
き
の
こ
・
き
の
こ
加

工
品
な
ど
の
「
販
売
コ
ー
ナ
ー
」

◦
研
修
本
館
で
は
、き
の
こ
料
理
の
「
実
演
・
試
食
コ
ー

ナ
ー
」
や
震
災
・
豪
雨
災
の
復
旧
状
況
、
復
興
住

宅
プ
ラ
ン
等
の
パ
ネ
ル
展
示
、
県
児
童
生
徒
木
工

工
作
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
の
「
展
示
コ
ー
ナ
ー
」、
木

の
葉
し
お
り
・
小
枝
工
作
等
の
「
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

◦
「
木
材
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
林
産
物
・
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
等
の
展
示
販
売

◦
多
目
的
広
場
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
選
手
権
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
「
実
演
コ
ー
ナ
ー
」

な
ど
、
多
く
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
日
間
で
約
三
、
〇
〇
〇
人
が
来
場
し
、
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
会
場
に
活
気
が
戻
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
は
、
復
興
は
確
実
に
前
へ
進
ん
で

い
る
証
し
で
あ
り
、
今
後
も
関
係
者
が
一
丸
と
な
り
、

県
内
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
を
目
的

に
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
実
感
し
た
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

出店が並ぶ販売コーナー

飲食コーナー

チェーンソーアート実演

アルプホルン森のコンサート

輝響による森のコンサート

森の
コンサート

展示コーナー
森のオークション
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【
は
じ
め
に
】

　

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
射
性

物
質
が
広
範
囲
に
飛
散
し（
※
）、
福
島
県
内

の
農
林
水
産
業
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染

は
、
き
の
こ
栽
培
に
使
用
す
る
原
木
林
、
ほ

だ
木
及
び
オ
ガ
粉
に
も
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
野
庁
よ
り
示
さ
れ
た
使
用
可

能
な
原
木
と
菌
床
培
地
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標

値
で
あ
る
五
〇
ベ
ク
レ
ル

／
㌔
㌘
と
二
〇
〇
ベ
ク
レ
ル

／

㌔
㌘
を
下
回
る
も
の
を
必
要
量
入
手
す
る

こ
と
が
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
福
島
県
内
に
現
存
す
る
ほ
だ
木
や

原
木
、
及
び
オ
ガ
粉
か
ら
放
射
性
物
質
を

除
去
し
、
き
の
こ
栽
培
に
使
用
可
能
な
栽

培
原
料
の
供
給
量
を
増
や
す
こ
と
が
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
今
回
は
、
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ

れ
た
ほ
だ
木
、
原
木
、
及
び
オ
ガ
粉
を
試

料
と
し
て
い
く
つ
か
の
方
法
で
処
理
し
、
そ

れ
ら
の
除
染
効
果
を
検
討
し
た
結
果
の
概

要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

試
験
は
福
島
県
林
業
振
興
課
及
び
県
内
各

農
林
事
務
所
の
協
力
の
下
で
実
施
し
ま
し

た
。

【
実
験
と
結
果
】

　

Ⅰ　

ほ
だ
木
の
洗
浄

　

ほ
だ
木
は
福
島
県
内
生
産
者
よ
り
提
供

さ
れ
た
、
植
菌
後
一
年
を
経
過
し
た
シ
イ
タ

ケ
ほ
だ
木
を
使
用
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
だ
木

を
各
種
の
方
法
で
洗
浄
処
理
し
、
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｋ

Ａ
製 

β
（
γ
）
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｖ
Ｅ
Ｙ 

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ

林業研究センターだより

放射性物質に汚染された
栽培原料の除染の試み

林産資源部

主任研究員　武　井　利　之

放射線測定装置（NaI 検出器）の内部。
中央の円柱がNaI 結晶。

Ｒ 
Ｔ
Ｇ
Ｓ―

��6
（
表
面
線
量
計
）
を
使
用

し
て
表
面
線
量
（
図
１
）
を
、
ま
た
三
イ
ン

チ
Ｎ
ａ
Ｉ
検
出
器
を
備
え
た
Ｅ
Ｍ
Ｆ
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
製
���
型
ガ
ン
マ
ー
線
ス
ペ
ク
ト

ロ
メ
ー
タ
ー
（
Ｎ
ａ
Ｉ
検
出
器
）
を
用
い
て

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
（
図
２
）
を
測
定
し

ま
し
た
。
表
面
線
量
計
は
時
定
数
三
〇
秒
、

測
定
時
間
九
〇
秒
と
し
、
一
測
点
当
た
り
二

回
の
測
定
値
を
平
均
し
て
各
点
の
測
定
値

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
ａ
Ｉ
検
出
器
は
専

用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
使
用
し
、
測
定
時
間
は

十
五
分
と
し
ま
し
た
。
各
処
理
に
よ
る
表
面

線
量
及
び
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
含
量
の
減
少

率
を
図
３
に
示
し
ま
し
た
。
最
も
表
面
線

量
が
低
下
し
た
の
は
、
高
圧
洗
浄
＋
リ
ン
酸

カ
リ
浸
漬
＋
流
水
洗
浄
で
、
そ
の
減
少
率

は
七
六
㌫
で
し
た
Ⓔ
。
ま
た
、
高
圧
洗
浄
の

み
で
も
六
三
㌫
減
少
し
ま
し
た
Ⓐ
。こ
の
他
、

流
水
ブ
ラ
シ
洗
浄
で
五
四
㌫
Ⓒ
、
流
水
ブ

ラ
シ
洗
浄
＋
リ
ン
酸
カ
リ
浸
漬
＋
流
水
洗

浄
で
も
六
三
㌫
減
少
し
ま
し
た
Ⓕ
。
単
一
処

理
で
最
も
表
面
線
量
を
減
少
さ
せ
た
高
圧

洗
浄
に
着
目
し
、
こ
れ
に
よ
り
除
去
さ
れ
る

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
測
定
し
た
結
果
、
減
少

率
は
五
一
㌫
で
し
た
。

図１　ほだ木の表面線量の測定手順図２　ほだ木の放射性セシウム濃度の測定

　図３　ほだ木の洗浄処理による表面線量及び
　　　　放射性セシウム含量の減少率
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図５　洗浄処理による皮有りオガ粉の
放射性セシウム減少率　

図６　洗浄処理による皮無しオガ粉の
放射性セシウム減少率　

　

Ⅱ　

原
木
の
洗
浄

　

洗
浄
試
験
に
用
い
た
原
木
は
福
島
県
内

で
二
〇
一
一
年
十
月
に
伐
採
し
ま
し
た
。「
Ⅰ

ほ
だ
木
の
洗
浄
」
に
お
い
て
、
高
圧
洗
浄
が

単
一
処
理
で
最
も
表
面
線
量
を
減
少
さ
せ
た

こ
と
か
ら
、
原
木
も
ほ
だ
木
と
同
様
に
洗
浄

し
、
処
理
の
有
無
で
表
面
線
量
と
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
比
較
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
原
木
の
高
圧
洗
浄
に
よ
り
表
面
線
量

は
九
四
㌫
減
少
し
、
ま
た
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
は
七
七
㌫
低
下
し
ま
し
た
。

　

ほ
だ
木
洗
浄
と
原
木
洗
浄
の
結
果
か
ら
、

高
圧
洗
浄
や
ブ
ラ
シ
洗
浄
な
ど
に
よ
る
物

理
的
処
理
や
、
塩
を
加
え
た
水
溶
液
へ
の
浸

漬
が
、
こ
れ
ら
の
表
面
に
付
着
し
た
放
射

性
物
質
の
除
染
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

Ⅲ　

原
木
の
剥
皮

　

放
射
性
物
質
の
ほ
と
ん
ど
は
樹
皮
に
存

在
す
る
と
推
定
さ
れ
た
た
め
、
汚
染
さ
れ

た
原
木
か
ら
通
常
通
り
製
造
し
た
皮
有
り

オ
ガ
粉
と
、
原
木
を
剥
皮
し
て
か
ら
製
造
し

た
皮
無
し
オ
ガ
粉
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

を
比
較
し
ま
し
た
。
原
木
は
福
島
県
内
三

箇
所
か
ら
採
取
し
、
各
箇
所
か
ら
採
取
し

た
原
木
を
半
分
に
分
け
、
一
方
を
粉
砕
し
て

皮
有
り
オ
ガ
粉
と
し
、
他
方
を
剥
皮
し
て
か

ら
粉
砕
し
て
皮
無
し
オ
ガ
粉
と
し
て
試
験

試
料
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
濃
度
を
測
定
し
た
結
果
、
皮
無
し
オ
ガ

粉
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
平
均
は
皮
有

り
オ
ガ
粉
の
八
㌫
で
し
た
。
つ
ま
り
、
剥
皮

に
よ
り
平
均
九
二
㌫
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

除
去
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
図

４
）。
こ
の
結
果
か
ら
、
原
木
の
剥
皮
は
低

汚
染
オ
ガ
粉
を
得
る
方
法
と
し
て
大
変
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ⅳ　

オ
ガ
粉
の
洗
浄

　

汚
染
さ
れ
た
原
木
か
ら
製
造
し
た
オ
ガ

粉
か
ら
放
射
性
物
質
を
除
去
で
き
る
か
否

か
検
討
し
ま
し
た
。「
Ⅲ　

原
木
の
剥
皮
」

で
使
用
し
た
皮
有
り
オ
ガ
粉
及
び
皮
無
し

オ
ガ
粉
を
試
料
と
し
、
水
道
水
で
の
洗
浄

を
三
回
（
す
す
ぎ
）、水
道
水
へ
の
浸
漬
（
浸

漬
）、
及
び
浸
漬
後
洗
浄
（
浸
漬
＋
す
す
ぎ
）

の
三
種
類
で
処
理
し
ま
し
た
。
各
処
理
に
よ

る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
減
少
率
を
求
め
た
結

果
、
皮
有
り
オ
ガ
粉
、
皮
無
し
オ
ガ
粉
と

も
同
様
の
結
果
を
示
し
、「
す
す
ぎ
」
で
約

七
割
、「
浸
漬
」
で
約
八
割
、
及
び
「
浸
漬

＋
す
す
ぎ
」
で
約
九
割
減
少
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
（
図
５
、
６
）。
こ
れ
ら
の

結
果
か
ら
、
水
に
よ
る
オ
ガ
粉
の
洗
浄
が
低

汚
染
オ
ガ
粉
を
得
る
方
法
と
し
て
極
め
て

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

【
お
わ
り
に
】

　

こ
れ
ま
で
の
試
験
で
、
ほ
だ
木
、
原
木
及

び
オ
ガ
粉
を
対
象
と
し
て
放
射
性
物
質
の

除
去
方
法
を
模
索
し
た
結
果
、
ほ
だ
木
と

原
木
の
高
圧
洗
浄
や
塩
を
含
む
水
溶
液
へ

の
浸
漬
が
、
ま
た
、
原
木
を
剥
皮
し
て
か
ら

の
オ
ガ
粉
製
造
や
、
オ
ガ
粉
の
す
す
ぎ
や
浸

漬
が
除
染
に
有
効
な
手
法
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
効
果
的
な
除
染
方
法
の

検
索
と
、
洗
浄
水
の
処
理
方
法
の
検
討
を

含
め
た
栽
培
原
料
の
除
染
方
法
の
確
立
を

急
ぎ
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

（
※
）：http://radioactivity.m

ext.go.jp/

ja/contents/�000/�89�/��/�9�0_

09��.pdf

図４　原木の剥皮による放射性セシウム減少率
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林道を訪ねて3,000㎞シリーズ（第13回）

　大山美坂高原線・大久保線との出会い
技術士　中　村　多　伸•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　１．大山美坂高原線・大久保線との出会い　
①　当該林道の発端は、美坂高原の整備拡充構想に関連する。この美坂高原の利用は三島町はもとより近隣から多く

の人々から利用されていたが、アクセス道としての大石田林道が狭いため、拡幅整備が課題であったこと及び西会
津町では大山祇神社周辺の森林整備が課題であった。また、県では大規模林道に関連する中核林道の実現を策定中
だったこと等の思惑が、このシリーズで再三出てくるフレッシュリゾート構想に合致した計画になった。

②　この大山美坂高原線の構想は、三島町・柳津町・西会津町を結ぶトライアングル構想で、林道の目的にプラス地
域の活性化や振興政策が加味された観光的色彩を含んだ大胆な計画である。勿論、計画が採択するまでには幾多の
課題が生じ、特に全体計画の事前説明は神社を横断する計画等幾多の問題が発生し、関係市町村の担当者の苦労が
昨日のように思い出される。

　２．大久保林道採択の経過　
①　毎年６月に開催される大山祇神社の祭礼は、臨時列車が出るほどの盛況な祭礼であり、未整備の県道では、多く

の渋滞が発生する等の問題があった。県道は突っ込み線形で整備の進捗は遅く、当該林道を（大山美坂高原線）接
続する計画が求められた（現在は、県道が完全に整備されていた）。

②　問題は幅員である。当時の林道幅員は�.0ｍが最大であり二車線構造等は夢また夢の時期であり、一部拡幅部分
の町村負担で実施の事例はあったが、全国的に異例のことであり国の承諾を得ることは至難のことであった。

③　その後国との協議を経て、大型車と小型車が交互通行できる幅員は、理論的には6.0ｍあれば可能であるとの判
断で、前述したリゾート構想に便乗した構想にして採択され、同時に広域基幹林道の接続部分も併せて実施するこ
とになった。

④　この路線の採択には、当時の西会津町職員の執念が思い出されると同時に、計画に携わるものとして、理屈抜き
の説得力のある事業の創出には垣根を越えた努力と熱意が説得できるパワーなることを学んだ貴重な体験になる。

⑤　この考え方が、後の「花塚線」（川俣町）の防災林道として高規格林道に結びついていくことになる。

　３．現地の状況　
　三島町から柳津町を経過する林道は、大規模な路肩決壊があり通行止の標識があり、先方の走行が困難となったた
め、迂回して西会津側から走ってみたが、予想に反して、交通量が少ないのか、車線まで生長した草木により通行が
妨げられたのは残念であった。計画的に維持管理費を確保して、良好な林道の
確保に努めてほしいものである。

　４．技術的な課題と現状　
①　当該路線は全線が未完成のため、後日完成した後詳細な検討をしてみたい

と思いますが、三島側の地すべりで崩壊流出した箇所に関心を持って現地を
拝見したが、見事に復元し当時の面影もなく、木柵や木本類の繁茂も良好
で、路面も堅固で快適な走行が確保されていた。当該路線は残土する箇所が
限定され容量も少ないことから、現場での処理に委ねたが、大量になるとバ
ランスが崩れることが良くあるので、事前の対策を講じて実施することが肝
要である。

②　安座側の、尾根部分の岩盤掘削には、岩質が降雨水により風化し易く、安
定勾配の決定に苦慮した区間に関心があったが、かなり高い大型ブロックで
法面を抑えカヤ・ハギ等在来種に木本類が繁茂して、風化した岩石の落石も
なく、良好な状況であった。但し、法面長に比し構造物高が高いのに疑問が
出たが、当時の設計者である同伴者の説明によると、かなり岩盤のクラック
が激しく、モルタルや岩盤緑化も検討したが、それぞれに長短所があり比較
して同工法になったもので、大型ブロックの出始め頃かと思われる。

③　三島側で木材製品を活用した法面保護工は上方が崩壊していたが、先の路
線で紹介したとおり、木材の法面を押さえる釘が腐食し始めているので、ど
のくらいの時期に腐食しているのか、カットした法面を安定させながら、効
率的に在来種の種子を導入できるのか、観察して評価してほしいと思います。

路 線 名 大山美坂高原線・大久保線 幅　　　員 5.0ｍ～6.0ｍ 延　　　長
市町村名 大沼郡三島町～耶麻郡西会津町地内
開設年度 昭和6�年～平成��年現在 事　業　名 広域基幹林道開設事業

木材二次製品を利用した法面保護

岩盤箇所の大型ブロックと植生状況
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高校生を対象にした
ナラ枯れに関する授業 ■会津農林事務所

　　林業普及指導員　武　藤　　　司

普及指導員通信•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

きのこで地域を元気に ㈳福島県森林・林業・緑化協会きのこ振興センター
●菌床栽培用ナメコ（登録品種）

〒963－0112　郡山市安積町成田字西島坂７－２　　Tel 024－947－2188　Fax 024－947－6926
E-mail : f -k inoko@mtj .biglobe.ne. jp　　URL:http://www.f-kinoko.org

●原木栽培用ナメコ（登録品種）
○その他各種種菌

○菌床　・シイタケ
　　　　・ハタケシメジ
　　　　・ムラサキシメジ等

○マイタケホダ木　　○栽培資材
安定多収量 大型・滑り少

コナラ原木で安定・多収量
食物繊維、ペクチン様物質豊富

福島Ｎ１号 福島Ｎ２号 福島Ｎ３号 福島Ｎ４号

　会津農林高校から、森林環境科３年生の課題研究としてナラ枯れ（カシノナガキクイムシ被害）に関する
授業を行いたいとの依頼があり、事務所としての対応を検討し、地域の森林について関心を深めてもらうた
め、平成��年�0月９日に実施しましたのでご紹介します。当日は午後�3：30から室内での講義の後、移動
して現地での講習を行いました。

１．講　　義
　　会津農林高校製図室を会場としてパワーポイント等による説明を行い、ナラ枯れの発生機構や会津にお

ける被害の状況、防除の方法等について説明しました。
　　生徒からの意見として「暖かい地方の害虫が北に移動しているのは地球温暖化の影響ではないか？」と

いうものがありましたが、森林総合研究所の遺伝子調査結果から、被害を起こしているカシノナガキクイ
ムシは南と北で異なった遺伝子を持っており、南から北に移動したような形跡は確認できないこと。（地
元の虫が被害をおこしている）地球温暖化との具体的な関係は解明されていない事を説明しました。

２．現地実習
　　会津坂下町「糸

し

桜
お

里
り

の湯」の裏手にある「教育のもり」へ高校の
マイクロバスで移動し、実際の被害木状況を見せながら、被害木は
複数年にわたって被害を受けた形跡が見られる事、また周囲には被
害を受けた形跡があるものの枯れていない「穿

せん

入
にゅう

生存木」が多数存
在しており、カシノナガキクイムシの穿入を受けても全ての木が枯
れる訳ではない事、生存木が穿入を受ける度に虫を殺すことで被害
が終息に向かう事等を説明しました。

　　生徒達は、大きな木を枯らす小さな虫に興味をいだいた様子でし
た。「枯れた木を持ち帰って木材や薪等に利用できないか」との意見
がありましたが、枯れた木の中にはカシノナガキクイムシが多数繁
殖しており、虫を移動させることは被害を蔓延させる原因となるの
で、利用する際は移動させる前に薬剤処理や炭に焼く等の処理が必
要と説明しました。

　　当日は、喜多方市でクマによる人的被害が発生してから２週間足
らずであったため、事前にクマ被害の防止対策について説明し、ク
マ鈴を携行のうえで現地に向かいましたが、適度な緊張感のある実
習となり生徒からはクマについての質問も多く寄せられました。

　　今回は高校生を対象とした始めての授業でしたが、今後同様の要
請があった場合、一方的な説明でなく常に生徒の興味を引き出しな
がら説明ができるよう幅広い知識と話術を身に付けていきたいと考
えています。

室内講義（森林環境科20名程が受講）

現地実習（森林リサーチコース15名程が参加）
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福島県森林組合

連 合 会

森連だより

森林施業プランナー
育成事業について

　

い
ま
日
本
の
森
林
は
、
戦
後
植
林
し
た

人
工
林
資
源
が
利
用
可
能
な
段
階
に
入
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
内
の
林
業
は

路
網
整
備
や
施
業
の
集
約
化
の
遅
れ
な
ど

か
ら
生
産
性
が
低
く
、
材
価
も
低
迷
す
る

中
、
森
林
所
有
者
の
林
業
へ
の
関
心
は
低

下
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
木
材
を
化
石
資
源
の
代
わ
り
に
、

マ
テ
リ
ア
ル
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
こ
と
や
、

資
材
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
か
ら
環
境
に
や

さ
し
い
木
材
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
低
炭

素
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
な
ど
、
木

材
利
用
の
拡
大
に
対
す
る
期
待
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
で
は
今

後
十
年
間
を
目
途
に
、
路
網
の
整
備
、
森

林
施
業
の
集
約
化
及
び
必
要
な
人
材
育
成

を
軸
と
し
て
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業

経
営
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

木
材
の
安
定
供
給
と
利
用
に
必
要
な
体
制

を
構
築
し
、
我
が
国
の
森
林
・
林
業
を
早

急
に
再
生
し
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
採
択
し
ま

し
た
。

　

福
島
県
で
も
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
水
源
涵
養
機

能
や
木
材
生
産
機
能
な
ど
市
町
村
森
林
整

備
計
画
に
お
け
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
基
づ
い
た

面
的
な
ま
と
ま
り
を
持
つ
計
画
「
森
林
経

営
計
画
」
を
作
成
し
、
森
林
所
有
者
に
代

わ
っ
て
地
域
の
森
林
を
管
理
す
る
重
要
な

存
在
で
あ
る
「
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の

育
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
と
し
、
本
会
で
は

下
記
の
事
業
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

 

◦
事
業
概
要
◦

１
．「
福
島
県
森
林
整
備
担
い
手
対
策
基

金
事
業　

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」

　
　

研
修
は
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
基

礎
的
研
修
を
終
了
し
た
者
が
、
提
案
型

施
業
集
約
化
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
知
識
の
付
与
及
び
技
術
の
向
上
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

講
師
に
は
全
国
森
林
組
合
連
合
会
の

本
多
孝
法
氏
を
迎
え
、
九
月
二
八
日
に

福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。
県
内
各
地
の
森
林
組
合
・
林

業
事
業
体
か
ら
二
一
名
が
参
加
し
、
全

国
の
取
組
事
例
や
集
約
化
に
必
要
な
コ

ス
ト
分
析
な
ど
を
学
ん
だ
ほ
か
、
参
加

者
同
士
で
取
組
状
況
や
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

２
．「
福
島
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業

再
生
基
金
事
業　

森
林
施
業
プ
ラ

ン
ナ
ー
育
成
研
修
」

　
　

森
林
の
適
正
管
理
、
林
業
の
再
生
の

た
め
に
、
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
低
コ
ス

ト
林
業
の
確
立
が
必
須
と
な
り
、
こ
う
し

た
要
請
に
応
え
得
る
人
材
と
し
て
地
域

森
林
経
営
管
理
の
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
「
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の
育

成
を
加
速
化
す
る
た
め
、
地
域
の
実
状

を
踏
ま
え
た
研
修
等
を
実
施
し
、
林
業

の
振
興
及
び
森
林
整
備
事
業
の
推
進
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

研
修
は
前
期
・
後
期
に
分
か
れ
、
前

期
を
十
月
二
二
日
～
二
四
日
に
開
催
し
、

講
師
に
は
多
野
東
部
森
林
組
合
の
浦
部

秀
一
郎
氏
を
迎
え
、
福
島
県
青
少
年
会

館
及
び
国
見
町
の
集
約
化
施
業
予
定
地

で
行
い
ま
し
た
。
現
地
踏
査
と
座
学
に
よ

り
、
路
網
の
設
置
・
作
業
シ
ス
テ
ム
の
検

討
や
コ
ス
ト
把
握
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
　

後
期
研
修
は
十
一
月
二
六
日
～
二
八
日

に
開
催
し
、
プ
ラ
ン
書
の
作
成
手
法
を

学
び
、
実
際
に
プ
ラ
ン
書
を
作
成
、
そ
の

後
模
擬
座
談
会
を
行
い
、
提
案
型
集
約

化
施
業
の
一
連
の
流
れ
を
学
ぶ
予
定
で

す
。

　
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」、「
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
認
定
制
度
」
の
開
始
、
林

業
に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な

ど
、
林
業
事
業
体
に
と
っ
て
も
今
後
ま
す
ま

す
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の
育
成
・
活
用
が
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
修
を
活
用

し
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
充
実
に
お
役
立
て
下
さ

い
。

現地研修風景
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平
成
二
四
年
度
「
郡
山
市
高
篠
山
森
林

公
園
祭
り
」
が
十
一
月
四
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
、
私
た
ち
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー

福
島
水
源
林
整
備
事
務
所
も
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。「
高
篠
山
森
林

公
園
」
は
郡
山
市
逢
瀬
町
に
あ
り
、
郡
山

市
森
林
組
合
が
郡
山
市
よ
り
指
定
管
理
者

の
指
定
を
受
け
て
運
営
・
維
持
管
理
業
務

を
実
施
し
て
い
る
公
園
で
、
毎
年
「
森
の

自
然
観
察
会
」・「
親
子
そ
ば
打
ち
体
験
」・

「
つ
る
細
工
教
室
」
等
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
高
篠
山
森
林
公
園
祭
り
」
も
そ
の
催
し

の
一
つ
で
す
が
、
私
た
ち
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
親
子
連
れ
の
参
加
が

多
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
た
ち
は

小
さ
な
子
供
か
ら
年
輩
の
方
ま
で
気
軽
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
「
ビ
ン
ゴ
輪
投

げ
」
と
、
松
葉
を
利
用
し
た
「
松
葉
サ
イ

ダ
ー
」
を
企
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
森も

林り

が
果
た
し
て
い
る

多
様
な
働
き
を
遊
び
な
が
ら
学
ん
で
い
た

だ
こ
う
と
考
え
た
も
の
で
、「
水
を
蓄
え
る
」・

「
温
暖
化
の
防
止
」・「
空
気
を
き
れ
い
に
す

る
」
等
、
森も

林り

の
働
き
を
九
本
の
的
に
し
、

ま
た
た
び
の
ツ
タ
で
作
っ
た
輪
を
投
げ
入

れ
て
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
様
々
な
森も

林り

の

働
き
を
参
加
者
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
松
葉
中
の
酵
母
の

力
で
作
ら
れ
る
炭
酸
砂
糖
水
を
、
森も

林り

の

恵
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
味
わ
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
と
き
お
り
強
い
風
が
吹
き
ま
し

た
が
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
で
多
数

の
方
が
参
加
さ
れ
、「
自
然
観
察
＆
樹
木
当

て
」・「
花
炭
つ
く
り
」・「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」・

「
五
平
餅
つ
く
り
」
等
の
各
ブ
ー
ス
も
賑
わ

「高篠山森林公園祭り」
に参加して

福島水源林整備事務所だより

（独）森林総合研究所森林農地整備センター
福島水源林整備事務所

団体のページ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
「
ビ
ン
ゴ
輪
投
げ
」
も
、
開
始

か
ら
終
了
ま
で
行
列
が
絶
え
ず
、
二
時
間

以
上
で
延
べ
一
四
〇
人
ほ
ど
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

小
さ
な
子
供
達
だ
け
で
な
く
年
輩
の
方

も
挑
戦
し
、
的
に
全
て
い
れ
た
時
の
笑
顔
が

印
象
的
で
し
た
。

　

田
の
字
に
並
ぶ
九
本
の
的
全
て
に
輪
を

入
れ
て
、
タ
テ
・
ヨ
コ
・
ナ
ナ
メ
の
全
て
の

ビ
ン
ゴ
を
達
成
し
た
方
が
五
名
も
出
ま
し

た
。
祭
り
で
は
湖
南
町
そ
ば
振
興
組
合
の

「
新
そ
ば
」
や
、
森
林
組
合
の
「
い
も
煮
」

が
無
料
で
振
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
花
炭
を

焼
い
た
り
、
丸
太
切
り
を
体
験
し
た
り
、
木

工
細
工
作
り
に
挑
戦
し
た
り
と
様
々
な
企

画
を
楽
し
ん
だ
り
、
美
味
し
い
秋
の
味
覚
に

舌
鼓
を
打
つ
な
ど
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
郡
山
市
高
篠
山
森
林
公
園
祭
り
」
は
例

年
十
月
～
十
一
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
標
高

六
七
〇
㍍
の
森
林
に
約
四
㌔
㍍
の
遊
歩
道

や
バ
ン
ガ
ロ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
施
設
も
あ
り
、

自
然
豊
か
な
公
園
で
す
の
で
ぜ
ひ
お
出
か
け

に
な
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

高
篠
山
森
林
公
園
管
理
事
務
所

住　

所　

郡
山
市
逢
瀬
町
多
田
野
字

　
　
　
　

高
篠
一―

六

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
四
︱
九
五
七
︱
三
七
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
四
︱
九
五
七
︱
三
七
五
二

「なかなか切れないな～」

次は入るかな？
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海岸復旧工事に係る
苗木生産への
取り組み

苗協メモ

福島県農林種苗農業協同組合

①　

海
岸
林
の
被
害
状
況

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
発
生
し
た
大
規

模
な
津
波
に
よ
り
、
約
一
万
九
千
人
の
死

者
・
行
方
不
明
者
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
上
、
建
物
や
海
岸
防
災
林
も
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
青
森
県
か
ら
千
葉

県
ま
で
の
合
計
で
、
約
三
、
六
六
〇
㌶
も
の

海
岸
林
が
被
災
し
ま
し
た
。
福
島
県
は
二
九

五
㌶
が
被
災
し
ま
し
た
。（
Ｈ
二
四
・
二
資
料
）

②　

海
岸
林
の
苗
木
の
確
保

　

海
岸
防
災
林
は
、
飛
砂
・
風
防
の
防
備
等

の
災
害
防
止
機
能
を
有
し
、
地
域
の
生
活
環

境
の
保
全
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
と
も
に
、
津
波
に
対
し
て
も
、
津
波
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
減
衰
効
果
、
到
達
時
間
の
遅
延
効

果
、
漂
流
物
の
捕
捉
効
果
等
、
地
域
の
防
災

に
果
た
す
機
能
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
従
い

ま
し
て
、
早
急
に
海
岸
防
災
林
の
復
旧
と
再

生
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
森
林
整
備
課
の
資
料
に
依
り
ま
す

と
、
海
岸
防
災
林
及
び
防
災
緑
地
の
当
面
の

復
旧
計
画
（
苗
木
の
植
栽
）
は
四
六
〇
㌶
で

あ
り
、
平
成
三
二
年
度
ま
で
の
十
年
間
で
整

備
し
た
場
合
、
平
成
二
六
年
度
よ
り
七
年
間

で
植
栽
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

植
栽
す
る
苗
木
本
数
は
、
年
間
約
七
〇
〇

千
本
と
な
り
ま
す
が
、
平
成
二
六
年
度
の
植

栽
に
必
要
な
マ
ツ
種
子
は
県
内
産
が
少
な
い

た
め
、
二
四
年
度
は
福
島
県
農
林
水
産
部
が

中
心
と
な
っ
て
、
全
国
に
マ
ツ
種
子
の
供
給

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
茨
城

県
、
栃
木
県
、
神
奈
川
県
、
石
川
県
、
滋
賀

県
、
山
口
県
、
愛
媛
県
か
ら
、
合
わ
せ
て
一

〇
・
八
㌔
㌘
の
抵
抗
性
マ
ツ
種
子
が
支
援
さ

れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
の
嘉
田
由
紀
子
知
事

は
、
四
月
十
八
日
に
福
島
県
庁
を
訪
れ
、
直

接
福
島
県
知
事
に
五
・
一
㌔
㌘
の
ア
カ
マ
ツ

の
種
子
を
支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

茨
城
県
育
苗
セ
ン
タ
ー
は
二
、
八
〇
〇
本
の

抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
苗
木
（
一
年
生
）
を
提
供

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
福
島
県

の
ご
努
力
に
よ
っ
て
、
海
岸
復
旧
工
事
の
た

め
の
苗
木
確
保
に
向
け
て
の
準
備
が
着
々
と

進
ん
で
お
り
ま
す
。

③　

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

と
し
て
の
取
り
組
み

　

福
島
県
海
岸
林
復
旧
工
事
に
係
る
苗
木
需

給
打
合
せ
会
が
、
福
島
県
森
林
整
備
課
の
ご

指
導
の
下
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

需
給
打
合
せ
会
に
は
構
成
員
の
磐
城
森
林

管
理
署
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
森
林
保
全

課
、
森
林
整
備
課
、
当
組
合
の
他
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
相
双
農
林
事
務
所
、
い

わ
き
農
林
事
務
所
に
も
同
席
い
た
だ
い
て
、

海
岸
林
復
旧
工
事
に
使
用
す
る
樹
種
の
選
定

や
、
使
用
本
数
の
算
定
、
苗
木
の
種
類
に
つ

い
て
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

海
岸
復
旧
工
事
用
苗
木
の
樹
種
に
つ
い
て

は
、
海
岸
の
最
前
線
は
、
飛
砂
、
潮
害
、
寒

風
害
等
に
十
分
耐
え
う
る
も
の
、
陸
側
は
、

防
風
効
果
を
高
め
る
た
め
に
十
分
な
樹
高
を

も
つ
も
の
か
ら
選
定
さ
れ
ま
す
。
海
岸
防
災

林
の
造
成
地
は
、
一
般
の
治
山
植
栽
地
と
比

較
し
て
環
境
条
件
が
著
し
く
悪
い
た
め
、
針

葉
樹
の
ク
ロ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
が
適
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

海
岸
の
最
前
線
に
は
、
ク
ロ
マ
ツ
、
次
に

ア
カ
マ
ツ
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
陸
側
に

も
や
は
り
ク
ロ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
が
適
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
マ
ツ
は
、
砂
地
な
ど
で
も

成
育
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
広
葉
樹
と
比

較
し
て
針
葉
樹
の
葉
は
針
状
の
た
め
、
塩
分

付
着
が
少
な
い
た
め
に
枯
損
の
割
合
が
低
い

の
だ
そ
う
で
す
。

　

た
だ
、
マ
ツ
は
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ

に
よ
る
枯
損
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
植

栽
に
あ
た
っ
て
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
に
対
す
る
抵
抗
性
を
有
す
る
品
種
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
健
全
な
海
岸
防
災
林
を
育
成
す
る

た
め
に
、
苗
木
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
現
地

適
応
性
を
考
慮
し
、
現
地
の
気
象
条
件
に
適

し
た
地
元
で
育
成
さ
れ
た
地
元
苗
の
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

海
岸
林
復
興
に
植
栽
す
る
苗
木
は
、
津
波

に
対
す
る
抵
抗
性
を
考
慮
し
て
、
コ
ン
テ
ナ

苗
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
理
由
は
、
初
期

成
長
が
よ
い
こ
と
、
植
付
作
業
の
効
率
が
よ

い
こ
と
、
植
栽
時
期
を
選
ば
な
い
こ
と
、
苗

木
が
軽
量
で
あ
り
、
箱
詰
め
が
可
能
な
の
で

宅
配
便
に
よ
る
輸
送
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
利
点
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合
と
し
て

は
、
今
ま
で
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
に
本
格
的

に
は
取
り
組
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

年
か
ら
七
名
の
組
合
員
が
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生

産
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
に
、
提
供
を
受
け
た
抵
抗
性
ク
ロ
マ

ツ
苗
の
二
、
八
〇
〇
本
を
、
二
名
の
生
産
者

が
コ
ン
テ
ナ
苗
と
し
て
育
て
始
め
ま
し
た
。

五
月
初
旬
に
は
、
他
県
か
ら
提
供
さ
れ
た
種

子
を
含
む
一
三
・
八
㌔
㌘
を
、
七
名
に
配
布

し
て
播
種
し
、
順
調
に
生
育
し
て
お
り
ま
す
。

　

放
射
能
の
風
評
被
害
に
よ
り
、
昨
年
来
苗

木
の
販
売
実
績
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る

中
、
復
興
林
用
の
苗
木
の
生
産
へ
の
取
り
組

み
は
、
組
合
員
に
と
っ
て
明
る
い
話
題
で

す
。
福
島
県
の
担
当
の
方
と
連
絡
を
密
に
し

な
が
ら
需
給
調
整
を
し
つ
つ
、
組
合
員
同

士
、
お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
、
福
島
県
の

海
岸
林
復
旧
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
苗
木
を

大
切
に
育
て
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
新
た
に
生
産
に
加
わ
る
組
合
員

も
出
て
く
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
当
組
合

は
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
感
謝
し
な
が
ら
、

私
達
の
愛
す
る
福
島
県
の
復
興
の
た
め
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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道
の
駅「
ふ
く
し
ま
東
和
」

　

今
回
は
、
二
本
松
市
に
あ
る
「
道
の
駅

ふ
く
し
ま
東
和
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

東
和
地
域
は
、
伝
承
行
事
「
木
幡
の
幡

祭
り
」
で
有
名
な
と
こ
ろ
。
国
道
三
四
九

号
線
沿
い
、
典
型
的
な
阿
武
隈
山
系
の
農

村
地
帯
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

私
の
お
す
す
め
は
二
つ
。
館
内
に
あ
る

農
産
物
直
売
所
と
お
食
事
処
。

　

直
売
所
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
き
の

里
東
和
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
」
が
運

営
し
て
い
て
、
新
鮮
な
野
菜
、
米
、
果
物

な
ど
や
、「
ほ
っ
ぺ
く
ん
」（
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー

ス
）、「
桑
の
葉
パ
ウ
ダ
ー
」
な
ど
地
元
農

産
物
を
東
和
地
域
で
加
工
し
た
商
品
が
店

頭
に
並
ん
で
い
ま
す
。

　

農
産
物
は
、
同
協
議
会
の
掲
げ
た
五
つ

の
約
束
（
畑
の
土
の
検
査
、
化
成
肥
料
を

少
な
く
、
農
薬
は
極
力
使
わ
な
い
、
栽
培

履
歴
の
提
出
、
葉
野
菜
で
は
硝
酸
対
窒
素

を
測
定
）
に
プ
ラ
ス
１
（
放
射
線
量
を
測

定
）
の
基
準
を
満
た
し
た
も
の
を
「
東
和

げ
ん
き
野
菜
」
と
し
て
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

放
射
性
物
質
の
測
定
は
導
入
し
た
機
器

を
使
用
し
て
い
て
、
食
の
安
全
に
対
す
る

体
制
も
整
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
食
事
処
で
は
「
和
食
処
み
ち

く
さ
亭
」。
う
ど
ん
や
そ
ば
な
ど
ほ
か
、

地
元
農
産
物
や
加
工
品
を
使
っ
た
個
性
的

な
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
っ
て
、
地
元
の
恵
み
を

生
か
し
た
味
が
楽
し
め
ま
す
。

　

近
く
を
通
行
の
際
は
、
ち
ょ
っ
と
「
み

ち
く
さ
」
し
て
は
い
か
が
？

県
北
農
林
事
務
所
森
林
林
業
部

森
林
土
木
課

小　

野　

武　

彦農産物直売所

　

七
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
素
材
価
格
低
迷
の
影
響
も
あ
り
、
前
月

比
で
一
〇
㌫
減
（
前
年
比
四
㌫
増
）
の
一
七
、
六
六
一
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
に
つ
い
て
は
、
前
月
比
一
七
㌫
減
（
前
年
比
一
㌫
増
）
の
一
七
、
六
二
六

立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
～
七
月
の
取
扱
量
は
、
入
荷
量
、
販
売
量
と
も
に
前
年
比
や
や
減
で
あ
る
。

　

八
月
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
強
含
み
で
あ
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（８月15日現在）
（単位：m3当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを、＊印は前
月実績がなかったことを示す。

　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外
は各地域の平均的価格を示す。

　　３．一般用材カラマツは工場着価格では
なく、福島県森林組合連合会の会津
共販所・いわき木材流通センターの
素材市売価格を示す。

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会 津 地 方 浜 通 り 地 方 県 平 均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一

般

用

材

小
 5～ 9

4.00
並

ス　ギ
9（ 8～ 9） 0 （ 0～ 0） 0 9（ 9～ 9） 0 9（ 8～ 9） 0

10～13 並 9（ 8～10） 0 8（ 6～ 9） 0 10（10～10） 0 9（ 6～10） 0

中

14～18

3.00
並 ス　ギ 10（ 9～11） 1 9（ 8～10） △ 1 10（ 9～11） 0 10（ 8～11） 1

並 ヒノキ 17（15～18） 1 （ 0～ 0） 0 15（15～15） 3 16（15～18） 2

6.00
並 ス　ギ 18（16～19） 1 （ 0～ 0） 0 15（14～15） 1 17（14～19） 1

並 ヒノキ 24（24～24） 0 （ 0～ 0） 0 21（16～25） 0 22（16～25） 0

20～28

3.65 並 ス　ギ 11（10～11） 1 11（10～12） 0 11（10～12） 0 11（10～12） 0

4.00 並
アカマツ

9（ 8～11） 0 （13～13） 0 9（ 9～ 9） 0 10（ 8～ 13） 1

1.80 並 6（ 5～ 8） △ 1 9（ 9～ 9） ＊ 8（ 8～ 8） 0 7（ 5～ 9） 0

外

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 22（22～22） 0 （ 0～ 0） 0 22（22～22） △ 1 22（22～22） △ 1

並 米マツ 25（25～26） △ 1 26（26～26） 0 23（22～24） 0 24（22～26） △ 1
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 22（22～22） 0 22（22～22） 0

4.00
並 ベニマツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 22（22～22） 0 22（22～22） 0

並 カラマツ 18（18～18） 0 （ 0～ 0） 0 19（19～19） 0 19（18～19） 0
南
洋
材

70～90 8～14
並 ラワン （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

並 アガチス （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

パルプ
用　材

－ －
並 マ　ツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

並 広葉樹 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

区分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0

13～14 並 カラマツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0

16以上 並 カラマツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0
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福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

福

島

県

林

業

公

社

森
林
総
合
研
究
所
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

相

馬

雅

俊

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

六
三
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

表紙の写真

「機械化進む緑の現場」
　第９回ふくしま森林・林業写真
コンクールで最優秀賞を受賞した
佐藤源策さん（郡山市）の作品。

はなしの
ひろば

　

会
津
の
実
家
の
前
に
、
二
〇
年
来
利
用
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
水
田
が
あ
る
、
耕
作
放
棄
地
で
あ
る
。
初
め

て
田
ん
ぼ
の
植
生
が
変
わ
っ
て
き
た
と
気
づ
い
た
の
は
、
あ
る
年
の
夏
、
一
面
サ
ワ
オ
グ
ル
マ
の
黄
色
い
花
に
埋
め
尽

く
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
田
ん
ぼ
の
水
路
な
ど
で
見
て
い
た
サ
ワ
オ
グ
ル
マ
が
一
反
歩
も
の
面
積
で
咲
い
て
い
る
の
は
、

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
会
津
に
行
く
た
び
に
田
ん
ぼ
の
植
物
が
気
に
な
り
出
し
た
。

　

水
分
が
多
く
比
較
的
早
い
時
期
は
、
ミ
ゾ
ソ
バ
が
繁
茂
し
、
中
に
ア
ヤ
メ
が
咲
き
出
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

ガ
マ
や
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ガ
マ
は
、
秋
に
な
る
と
お
び
た
だ
し
い
数
の
綿
毛
を

風
に
乗
せ
て
飛
ば
し
、
家
の
中
に
も
入
り
込
む
始
末
で
、
と
て
も
洗
濯
機
を
外
に
干
せ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
翌

年
に
は
、
ガ
マ
の
穂
の
時
は
そ
の
姿
を
楽
し
ん
だ
が
、
綿
毛
に
な
る
前
に
、
穂
の
部
分
を
刈
り
取
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

ま
た
、
最
初
に
気
づ
い
た
樹
木
は
ト
ウ
カ
エ
デ
だ
っ
た
。
普
段
は
、
公
園
や
道
路
の
脇
で
し
か
見
て
い
な
い
の
で
、

遠
目
で
は
気
づ
か
ず
、
田
ん
ぼ
の
中
ま
で
入
っ
て
確
認
し
た
。
水
分
の
多
い
田
ん
ぼ
の
環
境
に
ま
で
進
入
し
て
く
る

と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

　

次
は
、
ヤ
ナ
ギ
が
入
っ
て
き
た
。
少
し
す
る
と
ヤ
ナ
ギ
に
混
じ
っ
て
高
木
と
な
る
ハ
ン
ノ
キ
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
人
の
手
が
入
ら
な
く
な
り
自
然
の
変
化
に
ま
か
せ
て
生
育
し
て
く
る
最
後
の
姿
（
潜

在
自
然
植
生
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
）
と
、
樫
村
利
道
著
「
ふ
く
し
ま
の
自
然
林
」
の
中
で
取
り
上
げ
て
い
る
自
然
林

が
同
じ
森
林
の
形
を
い
っ
て
い
る
か
は
不
明
だ
が
、
会
津
の
平
坦
部
は
「
ハ
ン
ノ
キ
」
が
優
先
す
る
林
に
な
る
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
春
秋
の
二
回
田
ん
ぼ
の
草
刈
り
が
始
ま
り
、
樹
木
は
一
切
見
ら
れ
な
く
な
り
、
刈
り
払
わ
れ
た
草
が
積

み
重
な
っ
て
水
分
の
少
な
い
場
所
も
出
て
き
た
。

　

現
在
は
、
い
ろ
い
ろ
な
植
物
が
棲
み
分
け
し
、
水
の
少
な
い
盛
り
上
が
っ
た
場
所
に
は
ツ
ボ
ス
ミ
レ
が
群
落
を
つ

く
り
、
春
に
は
田
ん
ぼ
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
真
っ
白
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
ま
た
、
早
い
段
階
か
ら
現
在
ま
で
見

ら
れ
て
い
る
ミ
ゾ
ソ
バ
は
、
秋
に
は
「
こ
ん
ぺ
い
と
う
」
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

　

湿
地
に
見
ら
れ
る
ヨ
シ
は
、
比
較
的
水
分
の
多
い
場
所
に
出
て
き
た
が
、
田
ん
ぼ
全
体
に
広
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

偶
然
現
れ
た
遊
休
農
地
で
、
湿
地
の
自
然
回
復
の
過
程
（
植
生
遷
移
）
を
ほ
ん
の
短
い
期
間
見
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
会
津
平
坦
部
が
ハ
ン
ノ
キ
優
先
林
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
た
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。　

安
達
菫
風

　

植　

生　

遷　

移

株式会社　福島測機
福島市渡利山ノ下前37-2　TEL 024-523-1706　FAX 024-523-1704

１. 樹木の様に比較的まっすぐな場合 ２. 堆積物等の山なり形状の場合

LDM-20
レーザーハイトセンサー「ハイト mini」
LDM-20

【LDM-20　仕様】 測 距 範 囲
測 距 精 度
傾斜センサー分析能
測　　　　　定
寸　　　　　法
重　　　　　量
付　　属　　品

反射板　無30ｍ　有300ｍ
±５mm
0.1
高さ・水平距離・斜距離
Ｗ64・Ｈ64・Ｄ180
650ｇ

ソフトケース・反射板・取説
RS232Cケーブル・EXCEL取込ソフト

高さ測定



山火事で受けた
損害

又は　県庁森林保全課
℡ 024－521－7441

《ご相談・お申し込みは》
◆県内各森林組合
◆福島県森林組合連合会

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林国営保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5
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住化グリーン株式会社
本社　　　　〒104－0032　東京都中央区八丁堀４丁目５番４号 　　　　　　TEL.03-3523-8070　FAX.03-3523-8071
東北営業所　〒981－3133　宮城県仙台市泉区泉中央３丁目10番３号　泉セントラルビル202号室　TEL.022-771-6681　FAX.022-771-6682

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインMC
グリンガードNEO
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートマイクロカプセル
マツグリーン液剤2
マッケンジー

ちゅらシート（茶・白）
与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

野生獣類から大切な
植栽木を守る
ヤシマレント

大切な日本の松を守る
住化グリーンの林業薬剤

蜂さされ防止
ハチノックL（巣退治）
ハチノックS（携帯用）

くん蒸用生分解性シート

使いやすさを
追求したハンドルと
思いのアクセルワークが
可能なトリガーレバー。

排気量18.3㎝3

世界最小・最軽量、2.2㎏の手のひらサイズ

20㎝（８インチ）・SP　￥66,675（税込）
20㎝（８インチ）・CV　￥72,765（税込）

40㎝（16インチ）・SP	 ￥135,660（税込）
45㎝（18インチ）・SP	 ￥137,865（税込）
40㎝（16インチ）・Ｈ	 ￥135,660（税込）
45㎝（18インチ）・Ｈ	 ￥137,865（税込）

・防振ハンドルブラケット
・トリガーレバータイプ
チップソー￥79,380（税込）
笹刈刃	 ￥78,330（税込）

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

排気量40.1㎝3

さまざまな用途に対応、本格プロ仕様シリーズ
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種
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発
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回
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発
行
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